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要旨 

2021 年５月、就職相談を「就職相談・キャリア相談」へと変更した。コロナ禍で疲弊

する学生たちの学生生活を含めたキャリア支援を明確にするためである。学生の相談ニー

ズは様々である。きっかけはエントリーシート添削であっても、主訴は生活苦であったり、

学業への意欲喪失であったりである。必ずしも就職だけではない多様な状況への対応が必

要とされ、その体制を整備してきた。就職支援室の相談は、就職活動の方法を教えるだけ

ではなく、悩みに寄り添うだけでもない。ライフキャリアの観点からその両方に取り組む。

適切にアドバイスをしながら、未来への一歩をアシストすることが求められる。 
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1 コロナ禍の就職相談 

 2020年 3 月の就職支援室は、激動の日々だ

った。予定していた学内会場の合同説明会は

中止。個別の説明会もいったん休止の措置を

とった。世の中が落ち着いたら復活させれば

いい、と考えていたのだが、それから３年の

月日が過ぎた。今は少しずつ対面の機会をつ

くってはいるものの学内説明会やガイダンス

は、ほぼオンラインで開催している。 

コロナ対応のなかにあっても、３月は感染

防止対策をとりながら対面相談を継続してい

た。４月になって入学式が中止となり、新学

期の授業もオンラインが中心となるなかで、

学生の来校に制限がかかるようになってき

た。例年 2～ 5月は相談の多い季節である。

応募書類の添削や面接練習もあれば、どうし

ていいかわからないとの相談も多い。「エン

トリーシートが全落ちした、どうしよう」と

いった相談もある。話を聞いて励ますのが基

本ではあるが、その会社への応募動機があい

まいなケースもままある。就活生にとって重

要なこの時期、相談を止めないためにオンラ

イン対応を急いだ。

就職支援室では、 4月にオンラインの合同

説明会を実現し、 5月からはオンラインでの

個別相談に乗り出した。相談員は就職支援室

に出勤し、学生は自宅等から自分の端末で接

続する方法である。一枠50分の相談時間は変

更なく、相談予約は電話で受け付けることに

した。 

図１は、この 4年間の月別相談件数のグラ

フである。2020年 5 月が落ち込んでいるの

は、相談体制の再構築も理由のひとつである

が、全国の緊急事態宣言を受けて採用活動が

止まったことの影響が大きい。この年は緊急

事態宣言にともなう就職活動の後ろ倒しの影

響を受けて夏以降の相談が多くなっている

が、そのあと21年度・22年度には大きな傾向

変化は見られない。図 2は、ここ８年間の相

談件数の推移である。2017年をピークに減少

傾向にあるのは、売り手市場の影響が大きい

と見ている。活動量全体が減少していること

のほか、選考が通過しやすくなっているた

め、以前ほど入念に準備する学生は減ってい
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るとの印象を持っている。 

２  キャリア教育の基本方針と就職相談 

 山口大学では、「キャリア教育の基本方

針」を定めて、全学のキャリア教育を推進し

ている。特徴的なのは２番目の「キャリア学

習の場を提供する」であろう。学生たちの志

向と能力は異なる。だから一人ひとりがキャ

リアを学び、自分で歩むための学習を支援す

る。大学は、そのための学びの場を創るとい

う意味である。これを支えるものが「情報基

盤」と「相談基盤」。多様で多彩な学習機会

を知らせるのは、電子メールやホームペー

ジ、そして、学内各所に設置する掲示板であ

る。および、いつでも相談できる体制をとる

ことで、学習支援につなげるとともに、悩み

や迷いに寄り添いながら前に踏み出す支援を

する。就職相談は、山口大学の「キャリア教

育」を推進する重要な機能を担うものと考え

ている。 

相談体制は、吉田キャンパスは毎日、常盤

キャンパスは週一回の相談員配置を基本とす

る。ただ、就職活動にかかわる相談の季節変

動は大きい。繁忙期は増員し、閑散期は休み

をとるなど学生の需要に対応する。2022年度

は、山口大学が委嘱する就職アドバイザー 6

名を配置し、相談業務にあたっている。加え

て、山口しごとセンター、および、山口新卒

ハローワークの相談日を週３日設けている。

おおむね毎日１～２名が担当する体制であ

る。学生たちは、相談日程と担当者を事前に

確認して申し込みできる。 

 相談を受けるにあたり、学生には相談申込

書の記入をお願いしている。これには、所

属・名前のほか、相談内容の記入を求める。

もちろん簡単なものでかまわない。「面接練

習」や「内定辞退について」など、概略で書

いてもらっている。就職支援室はこの申込書

を担当相談員に渡して、相談後に所見を記入

してもらう。その用紙は、就職支援室で保管

する。 

 相談内容を分類する統計はとっていない。

相談申込書の記載内容と実際の相談内容が異

なること、複数の内容を含むこと。そもそ
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も、相談が曖昧であることなど、様々な要因

があるが、最大の要因は、先入観を持たない

ことと、決めつけないこと。区分けしないの

もひとつの方針である。相談員への聞き取り

と記載した所見によると、多いものは「エン

トリーシート添削」「面接練習」、そして、

「内定辞退」にかかわること。書類のチェッ

クだけ、質問に答えるだけ短時間で終了する

ものもあれば、時間枠いっぱいを使って話を

することもある。次の枠が空いていたら延長

することも、次回に継続相談することもあ

る。学生の悩みや迷いがいろいろなだけに、

柔軟対応を基本としている。 

コロナ対応も一年を過ぎた2021年５月、こ

れまでの就職相談を、「就職相談・キャリア

相談」へと改称した。「就職だけではない」

ことを明確にするためである。コロナ禍で疲

弊する学生たち、ともすれば学業への意欲を

なくす学生もいた。インターンシップが拡大

するなかで、低学年の学生たちの学習機会が

増えたとことも一因である。これまでも就活

生に限定しているわけではなかったので実務

上は何も変わるものではないが、呼称を変更

することで、こちらの気持ちを新たにし、全

学にむけての広報を強化する狙いがある。 

 学生および職員には、次ページに掲載する

ポスターで広報している。キャッチフレーズ

は、「毎年、健康診断を受けるようにキャリ

ア診断を受けましょう」というもの。「悩み

がなくても、相談することがなくても、来て

いいですよ」と呼び掛けた。 

 学年別の実績を見ると、2021年度の１～２

年生の相談は18人（ 1.3 ％）である。前年12

人（ 0.8 ％）に比べて目に見えて増えている

わけではない。今後、浸透していくことを期

待している。 

３．就職相談・キャリア相談の基本姿勢 

 相談の内容は、いろいろ様々である。安心

感をもって相談できるよう、まずは聴く。質

問には答える。気持ちに寄り添う。このこと

を基本姿勢としている。気を付けなければな

らないのは、申し込み時に書いた相談内容

と、本当に聞きたいことが異なることがある

ことである。就職相談なので、就職のことし

か聞いてはいけないと思っていることもある

だろう。学生が発する言葉の背後には、生活

苦であったり、家族関係であったり、学業へ

の意欲低下であったり、様々なものがある。

入口は就職であってもほかの迷いを伴うこと

もある。丹念に耳を傾け、いっしょに考え、

ときには世の中がどう動いているのか、未来

はどの方向に動くのかを教えることが必要と

なる。 

 いくつか事例で見ておこう。ただし、ここ

で紹介する事例は、個人が特定されないよう

に複数の人物の話を合体させている。事実で

はないけれど、山口大学の学生の真実の語り

である。 

● 山口大学  キャリア教育の基本方針 ●

山口大学は、教養教育・専門教育、そして、正課外の様々な活動を通じて、山口大
学憲章に掲げた、自らの未来を切り開くことのできる人材を育成していくため、こ
こにキャリア教育の基本方針を定め、全学的にキャリア教育を推進していきます。 

１．大学におけるすべての教育研究活動を通じて、学生のキャリア形成を支援する 
２．就業する力・進路を選択する力をつけるためのキャリア学習の場を提供する 
３．学生のキャリアビジョンを明確にさせ、社会的・職業的自立にむけて指導する 
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事例 1：営業でない仕事はないですか？ 

 開口一番、学生の言葉はこれだった。「あ

りますよ。どうしましたか？」と尋ねたとこ

ろ、少し顔が曇ったけれど、意を決して話を

始めた。「私は営業に向かないのです。半年

前に会社の方からそう言われました。だか

ら、営業じゃないんです」とうつむきながら

話を進める。営業職志望で就活を始めるも、

早い段階で受けた面接で会社の方から受けた

言葉がショックで、以後、動けなくなった。

このままでは就職できないので、思い切って

就職相談に来た。そういう話だった。 

 学生の置かれた状況を受けとめ、その上

で、その会社の営業スタイルを分析した。学

生自身まったくわかっていなかった。「向い

ていないかどうかはわからないけれど、営業

にはいろいろなスタイルがありますよ」と伝

えた。もちろん仕事は営業だけではない。

「どうありたいのかを一緒に考えて、進めて

いきましょう」。こんな言葉でこの日の就職

相談は、終わった。 

 会社の方の発言は、深く考えてのことでは

ないのだろう。自社の営業には合っていない

と伝えたかったのだろう。だが、営業職志望

の自分を全否定されたと感じてしまった。本

人が言葉にできるかどうかは別にして、この

相談の主訴はここにある。心のキズを癒し

て、次の一歩をアシストする。冒頭の質問の

言葉にはない、なぜ半年間活動できなかった

のか、ここに焦点をあてることで本当に訴え

たいことが見えてきた。 

事例 2：地元で就職するには？ 

 九州の学生だった。地元か山口で就職した

い。どうしたらいいか？ そんな質問だっ

た。初夏の季節だった。「どういう仕事がい

いですか？」と聞くと、「東京に行きたいで

す」と答える。なのになぜ地元なのかを問い

かけると、就職活動の初期段階から意欲的に

活動してきた一連の話をし、続いて遠慮がち

に、実家から仕送りをもらっていないこと、

アルバイトで貯めたお金が底をついたこと、

いまは生活費に困っていることなど、涙なが

らに話はじめた。 

 実家に頼れない事情もあるらしい。緊急融

資や奨学金の増額があることを伝えると、そ

のことは知らなかった。すぐに学生サービス

係に問い合わせるよう伝えて、この日の相談

を終えた。 

 数日後、「奨学金の増額手続きをしまし

た」と報告があった。安心した表情だった。

ここ数か月間、就職活動が手につかないだけ

でなく、学業どころでもなく。ただ家で悶々

とする日々だったとか。相談の入口は就職活

動だったが、喫緊の悩みはお金だった。ただ

ここは就職相談である。こんなこと言ってい

いのかと思っていたらしい。「いいですよ、

なんでも」のアドバイザーの一言で、話がで

きたとのことだった。「相談してよかったで

す」と安堵の表情で話してくれた。 

事例 3：ボランティアありますか？ 

エントリーシートに、大学で頑張ったこと

を書かないといけない。そう思った学生から

の質問だった。「ありますよ。自主活動ルー

ムで紹介してもらえます。ボランティアした

いですか？」と尋ねると、「そうでもないけ

ど、ほかに何もないのです」と答える。ボラ

ンティアを探しているわけでもないらしい。

なぜ、聞いたのかを深める。すると、入学し

てずっとアパートに籠っていたこと、アルバ

イトもサークル活動もやっていないこと、友

達もごく少数であることを話はじめる。「ガ

クチカ書けない。これでは就職できない」と

訴える。 

 「そうでしたね。何もできなかったですも

のね」と受けとめ、やるせない気持ちに共感

する。その上で、これまでの大学生活を尋ね

る。「何もしてないですよー」と言いつつ

も、オンライン授業の課題がたいへんだった
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けど一生懸命に取り組んだこと、興味をもっ

た授業に関連する本を読んだこと、健康のた

めと気晴らしのためにウォーキングを始めた

ことなど、楽しげに話してくれた。けっして

大きな成果でなくてもいい。自分なりに頑張

ったことを書けばいい。そして、「大学生活

まだまだこれから。いま頑張っていること、

これから頑張ることも含めて書いていいんで

すよ」と伝えると、「へー、そうなんです

ね」と真顔で感心する。自分にできることで

社会に貢献したいと思うのであればボランテ

ィアにチャレンジするのもよし、学業を深め

るのもよし。過去だけじゃなく、今と未来を

含めて、よき大学生活を過ごしましょうね。

そんなアドバイスをして相談を終えた。 

コロナで大学生活に制約を受けた世代であ

る。留学に行きたかった、部活・サークル入

れなかった、バイトできなかった、など。で

きなかったことが重くのしかかる。事実は事

実として受けとめ、困難な環境のなかでも工

夫したこと、発見したこと、楽しんだこと、

自分の行動と気持ちの「意味づけ」を対話で

手助けする。相談の重要な機能である。 

事例 4：楽な仕事ありませんか？ 

 率直な問いかけだった。「あると思いま

す。どうして、ラク？」と問いかける。 

 やりたい仕事はない。希望はない。自分に

できる仕事があるようにも思えない、大学

も、ゼミも、自分で選んだわけではない。勉

強はしたけれど、やれと言われたからやった

だけ。と、延々と話し始める。留年している

学生だった。ようやく卒業できそうだからと

年末に駆け込んできた。 

 表面的には仕事を探しに来たのだが、広く

て深い人生の悩みだった。自己効力感が低

く、まもなく卒業していく自分の道に恐怖感

さえ抱いているようだった。 

 大学で学んだことや、趣味のこと。しばし

会話するなかで、やりたくないことや、でき

そうなことが少しずつ言葉になってきた。

「年度末は募集が多くありますよ」と今から

就職活動に取り組むことをすすめつつ、念の

ために卒業して実家に帰ってからの就職活動

の方法を教えて、「またお話しましょう」と

の言葉を伝えてこの日の相談を終えた。 

 自分の道を自分で歩んでいくことができる

だろうか？ 心配な気持ちを抱きながら相談

担当者としての役割を精一杯に務める。ずっ

と伴走することはできない。われわれはその

ような存在なのだと割り切ることもまた、必

要なことである。 

 就職支援室の教職員、アドバイザーには、

本論の末に示す「就職相談・窓口対応基本方

式」を共有している。相談枠に申し込む学生

も、ちょっと相談に来た学生も、何かの手続

きに来た、質問しに来た、本を借りに来た、

来訪するすべての学生たちへの対応基本方針

である。 

4 たいせつにしたいこと 

 就職支援室の役割には、求人情報の整理・

提供、就職活動の方法の教示、インターンシ

ップ情報の提供など様々なものがある。その

なかで、ひとつの重要な機能に「相談」があ

る。これは就職活動を円滑に進めることだけ

でなく、大学での学びを促進したり、未来へ

の希望と意欲を持たせたり、大学生活を充実

させたりする役割をもつ。就職支援室の相談

は、学生相談所・保健管理センター・学生特

別支援室・なんでも相談窓口とともに全学の

「相談基盤」のひとつを担っている。 

これまでの就職相談から、就職相談・キャ

リア相談へとウイングを広げたことは、先述

したとおりである。山口大学の相談基盤のひ

とつとして、さらなる拡充を図っていきたい

と考えている。最後に、これまでも、これか

らも、大切にしたいこと。３つの点を記載し

ておきたい。 
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① 一期一会を大切に

 相談業務は一枠50分。このなかで完結させ

ることが基本である。いや、完結できるわけ

ではない。「あとは自分で考えてね」と送り

出す。われわれの相談は、継続的にかかわる

ことを前提としていない。ただし学生が望め

ば次回にまた来ることもあり得る。それは学

生が決めることであって、相談対応は一話完

結型を目指している。時間が長くなると学生

の負担も増す。こちらがよかれと思ってやっ

ていることが、よい成果を生まないこともあ

る。相談対応者の戒めとしても、一回の出会

いだけ、後追いしないを原則とする。 

 例外はあり得る。なかなか思いを伝えるこ

とができない学生、継続的に支援をした方が

よい学生には、むしろそのように対応する。

とくに困難を抱える学生たちには、同じ相談

員が継続対応した方がよい場合もある。卒業

間近で集中的に取り組む必要がある学生に

は、複数の相談員が連日対応することもあ

る。ようするに学生しだいのケースバイケー

スであって、それでよいと考えている。

② ときには教えることも

カウンセリングの基本に「傾聴」がある。

話をよく聴く、気持ちを受けとめる。語るこ

とによって自ら気づく。経験を振り返ること

で、次の行動につなげる。相談員の役割はア

シストであってアドバイスではない。この考

え方は、一般的にはある。 

 大学生の相談では、とくに就職にかかわる

ことには、学生自身が知らないことが多い。

知らないものは選べないし、知らないものが

腑に落ちることもない。業界・業種・会社の

知識や、これからの人生で起こりそうなこ

と、就職活動の方法など、必要な知識はあ

る。一回の相談のなかでレクチャーしていた

ら時間が足りない。そのときは、どの本を読

めばよいのか、ポイントはどこなのか、教え

る。相談員には幅広い知識が必要で、日々研

鑽を積まなければならないのは当然である

が、それには限界がある。知らないことは知

らなくてよい。相談員が調べなくてよい。学

生へ自分で調べるよう促すだけでよい。 

 就職相談・キャリア相談において、教える

ことは大切にしたい要素である。ただし、基

本は相談。相談者のニーズに適切に応えるこ

と。相談員が「教えて満足」にならないよう

に、気を付けなければならない。 

③ 就職活動はゴールではない

 われわれは就職活動の相談を受けることが

多い。就職相談なのだから、当然である。就

職活動がうまくいけばそれでよい、と考えが

ちだが、それは違う。就職し、そこで働き、

人生を歩んでいく。期待と希望をもって歩み

始めることができるように応援する。そのた

めに必要なことは、相談のなかで伝える。ど

れも重要な姿勢である。 

ライフキャリアカウンセリングは、必ずし

も仕事だけではない。ましてや就職という一

時点の話ではない。大学生活を充実させるこ

と、大学を卒業した後の人生に希望を見出す

こと。就職支援室のキャリア相談は、ライフ

の視点をもって取り組まなければならない。 

コロナ３年目。相談の中身が大きく変わっ

たかというと、そうでもない。オンラインと

いう手法の変化はあるものの、学生の悩みや

迷いは、同じである。一人ひとりに向き合

い、その人にとって有益なアドバイスをし、

歩みをアシストする。われわれの役割はそこ

にある。 

（学生支援センター 教授） 

謝辞： オンライン対応を急がなければなら

ないとき、ある地元企業からカメラ・マイク

付きのパソコン２台を寄贈いただいた。早期

にオンライン相談ができたのはこのおかげで

ある。ここに記して感謝の意を表します。 

89



90



91


	― 高等教育におけるSTEAM教育はいかにあるべきか ―
	1 はじめに
	2 行政における「STEAM」概念
	3 なぜ「STEAM」を問い直すのか
	4 「STEAM」とは何か〜ヤークマンの「STEAM」概念を手がかりに〜
	5 いくつかの方向性〜結論に代えて〜
	【注】




